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８
月
29
日
か
ら
の
37
日
間
の
日
程
で
、
２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）
第
３
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
物
価
高
・
コ
ロ
ナ
対
策
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
５
万
円
給
付
金
な
ど
の
補

正
予
算
１
３
１
億
円
と
、
教
育
長
の
人
事
案
件
、
昨
年
度
決
算
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
決
算
で
は
、
剰
余
金
が
過
去
最
高
額
の
約
97
億
円
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。
財
政
が
き
び
し

い
と
、
市
民
負
担
増
や
住
民
福
祉
を
後
退
さ
せ
た
、
市
長
の
政
治
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

今
議
会
で
は
市
民
か
ら
、
海
老
川
上
流
地
区
開
発
に
よ
る
海
老
川
下
流
部
の
治
水
へ
の
影
響
を
み
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
や
り
直
し
を
求
め
る
陳
情
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
開
発
の
危
う
さ

を
指
摘
し
陳
情
に
賛
成
し
ま
し
た
が
、
自
民
・
公
明
・
民
主
な
ど
の
反
対
多
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

50年以上続く 八木が谷の牧場船橋再発見

　八木が谷北・市民の森に隣接する牧場は、７０頭もの牛

を飼育しています。後継者不足や物価高騰で餌代や燃料費

が値上がりし、酪農家にとっては困難な状況ですがこのよ

うな中、３０代女性が後継者として、乳牛とのふれあい体

験や牧場体験を受け入れるなど、「教育ファーム」として新

しい挑戦をしています。

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の

価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏

ま
え
、
対
象
の
世
帯
に
対
し
１

世
帯
あ
た
り
５
万
円
の
「
緊
急

市
民
の
た
め
に
使
わ
ず 

過
去
最
高
額

　
約
９
７
億
円
を 

た
め
込
む

午後１時
～４時12 月 8 日（木）

支
援
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
世
帯
は
、
基
準

日
（
本
年
９
月
30
日
）
に
船
橋

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
世
帯
で
、

 

世
帯
全
員
の
２
０
２
２
年
度
住

民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る

世
帯
。
予
期
せ
ず
本
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
家
計
が
急
変

し
、
申
請
日
に
お
い
て
、
住
民

税
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
と
同

第３回
定例議会

様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
世
帯
で
す
。
収
入
の
目
安
は

単
身
又
は
扶
養
親
族
が
い
な
い

場
合
で
、
年
収
１
０
０
万
円
で

す
。
２
０
２
３
年
1
月
ま
で
申

請
で
き
ま
す
。

　

物
価
高
騰
対
策
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
対
象
と
な
る
世
帯
が

少
な
す
ぎ
ま
す
。
市
内
全
体
の

約
30
万
世
帯
の
う
ち
、
わ
ず
か

25
％
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、

対
象
世
帯
を
広
げ
た
市
独
自
の

物
価
高
騰
対
策
を
求
め
ま
し
た

が
、
市
は
迅
速
に
支
給
す
る
こ

と
を
理
由
に
市
独
自
の
対
策
を

拒
み
ま
し
た
。
引
き
続
き
物
価

高
騰
対
策
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

【
給
付
金 

問
い
合
わ
せ
先
】

９
時
～
20
時
（
土
日
祝
を
除
く
）

☎
０
１
２
０
―
７
７
７
―
１
３
６

　

昨
年
度
の
船
橋
市
決
算
で

は
、
剰
余
金
が
過
去
最
高
額
の
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高
騰
対
策
生
活
応
援
事
業
と
し

て
、
対
象
と
な
る
世
帯
に
限
っ

て
、
１
世
帯
あ
た
り
４
４
４
０

円
の
お
米
券
を
配
布
し
ま
す
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
剰
余
金
が
あ
れ

ば
、
全
市
民
に
一
人
５
千
円
の

現
金
給
付
（
64
万
人
で
32
億
円
）

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
基
金
に
た
め
込
ま
ず
、
今

こ
そ
、
市
民
の
た
め
に
使
う
べ

き
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
第
７
波
で
は
、

感
染
疑
い
の
方
が
市
内
の
発
熱

外
来
を
受
診
で
き
な
い
状
況
が

続
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

下
で
船
橋
市
で
は
、
①
重
症
化

リ
ス
ク
が
低
い
方
（
65
歳
未
満

で
基
礎
疾
患
の
な
い
方
、
及
び

妊
娠
し
て
い
な
い
か
、
妊
娠
の

可
能
性
が
な
い
方
）
や
、
②
発

熱
、
咳
、
喉
の
痛
み
な
ど
の
症

状
が
比
較
的
軽
い
方
に
対
し
、

受
診
を
抑
制
す
る
よ
う
な
案
内

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
８
月
、
民
間
に
委
託
し

て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
を
郵
送

し
、
検
査
を
実
施
し
ま
し
た

が
「
結
果
が
わ
か
っ
た
の
が
、

症
状
が
出
て
か
ら
5
日
後
だ
っ

た
」
と
い
う
声
が
。
日
本
共
産

党
は
、
「
い
つ
で
も
、
だ
れ
で

も
無
料
で
検
査
が
受
け
ら
れ
る

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
改
善

を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

「
市
独
自
の
検
査
セ
ン
タ
ー
は

設
置
す
る
予
定
は
な
い
」
と
の

答
弁
で
し
た
。
市
民
が
医
療
を

受
け
る
権
利
が
奪
わ
れ
る
状
態

は
、
早
急
に
改
善
が
必
要
で
す
。

　

引
き
続
き
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

タ
ー
の
設
置
、
医
療
体
制
の
充

実
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

市
独
自
の
P
C
R
検
査
セ
ン
タ
ー
設
置
を

今
こ
そ 

財
政
調
整
基
金
を
市
民
の
た
め
に

緊
急
支
援
給
付
金　

対
象
拡
大
を
!

学
校
給
食
費  

第
３
子
以
降
無
償
化
へ
！

　

来
年
１
月
か
ら
、
第
３
子
以

降
の
学
校
給
食
費
が
無
償
と
な

り
ま
す
。
千
葉
県
が
、
市
町
村

へ
補
助
制
度
を
開
始
す
る
の
に

合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
共
産
党
が

市
議
会
で
繰
り
返
し
取
り
上
げ

て
き
た
学
校
給
食
の
完
全
無
償

化
に
向
け
て
、
よ
う
や
く
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
内
で
は
53
市
町
村

（
本
市
を
除
く
）
の
な
か
で
、

給
食
無
償
化
や
減
免
・
補
助
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、
24

市
町
村
に
な
っ
て
い
ま
す
（
実

施
予
定
も
含
む
）
。
日
本
国
憲

法
で
は
第
26
条
に
「
義
務
教
育

は
、
こ
れ
を
無
償
と
す
る
」
と

明
記
さ
れ
て
お
り
、
学
校
教
育

の
一
環
で
あ
る
学
校
給
食
は
当

然
、
無
償
に
す
べ
き
で
す
。

　

完
全
無
償
化
は
約
26
億
円
の

予
算
が
あ
れ
ば
実
施
で
き
ま

す
。
船
橋
市
の
一
般
会
計
２
５

０
０
億
円
の
約
１
％
で
す
。
引

き
続
き
、
給
食
費
の
完
全
無
償

化
に
向
け
頑
張
り
ま
す
。

約
97
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

剰
余
金
を
積
み
立
て
た
後
の

財
源
調
整
基
金
の

残
高
は
、
２
４
４

億
円
と
歴
代
３
位

の
額
で
す
（
グ
ラ

フ
参
照
）
。

　

基
金
は
財
源
調

整
基
金
の
ほ
か
、

減
債
基
金
・
特
定

目
的
基
金
な
ど
が

あ
り
、
そ
れ
ら
を

合
計
す
る
と
、
３

５
２
億
円
と
、
過

去
最
高
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

船
橋
市
は
物
価
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共
産
＝
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
民
主
＝
市
民
民
主
連
合
（
10
人
）
、

公
明
＝
公
明
党
（
９
人
）
、
飛
翔
（
６
人
）
、
創
風
＝
創
風
ふ
な
ば

し
（
６
人
）
、
市
政
会
（
４
人
）
、
新
楓
（
４
人
）
、
架
け
橋
（
３
人
）

無
所
属
（
３
人
）
、
は
・
小
・
今
＝
議
員
の
頭
文
字

【 

○
＝
賛
成
、
×
＝
反
対
、
退
＝
退
席
、
欠
＝
欠
席 

】

火
葬
料
が
２
倍
に
?!

学
校
で
先
生
が
足
り
な
い
!!

海
老
川
上
流
部
開
発
や
め
よ

　
　

「
有
価
物
・
資
源
ご
み
回
収
協
力
金
」
の

廃
止
で
地
域
活
動
を
後
退
さ
せ
る
な

　

来
年
２
月
、
２
ヵ
年
か
け

て
行
わ
れ
て
い
た
「
馬
込
斎

場
」
の
改
修
工
事
が
完
了
し

ま
す
。
工
事
完
了
に
伴
い
、

「
馬
込
斎
場
」
を
運
営
す
る

四
市
複
合
事
務
組
合
（
船
橋

市
・
習
志
野
市
・
八
千
代
市
・

鎌
ヶ
谷
市
）
は
来
年
４
月
か

　

９
月
１
日
現
在
、
市
内
の

小
、
中
、
特
別
支
援
学
校
の

教
員
未
配
置
数
は
29
人
で
す
。

産
休
、
育
児
休
暇
、
病
気
等

で
長
期
間
休
み
を
取
る
先
生

の
代
わ
り
と
な
る
教
員
が
い

な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。

　

小
学
校
で
は
音
楽
の
先
生

が
担
任
の
代
わ
り
に
ク
ラ
ス

に
入
っ
た
た
め
、
音
楽
は
専

門
の
授
業
が
受
け
ら
れ
な
い

学
校
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
自

習
の
時
間
も
増
え
、
子
ど
も

た
ち
の
学
ぶ
権
利
が
奪
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

代
替
教
員
が
い
な
い
為
、

教
員
の
多
忙
化
も
深
刻
で
す
。

　

船
橋
市
は
行
財
政
改
革

と
し
て
町
会
自
治
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
活
動
資
金
に
も
な

っ
て
い
る
「
有
価
物
・
資

源
ご
み
回
収
協
力
金
」
（
以

下
「
協
力
金
」
）
は
廃
止
し

ま
す
。
新
た
な
支
援
策
を
示

し
ま
し
た
が
、
支
援
総
額
の

１
６
３
８
万
円
は
「
協
力

金
」
の
７
１
１
９
万
２
千
円

　

海
老
川
上
流
地
域
の
飯
山

満
川
や
北
谷
津
川
の
川
沿
い

で
は
、
浸
水
被
害
が
発
生
し

て
お
り
、
一
日
も
早
い
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
た
め
の
対

策
と
し
て
県
が
実
施
予
定
の
、

ら
「
馬
込
斎
場
」
の
使
用
料

の

改

定

を

決

め

ま

し

た
。

２
０
１
９
年
10
月
に
供
用
開

始
し
た
「
し
お
か
ぜ
ホ
ー
ル

茜
浜
」
に
料
金
を
統
一
す
る

も
の
で
、
火
葬
料
は
現
行
の

２
倍
に
跳
ね
上
が
り
ま
す
（
２

年
間
は
１
・
５
倍
の
緩
和
措

置
）
。
ま
た
、
式
場
の

使
用
料
も
、
こ
れ
ま
で

は
式
場
・
遺
族
控
室
・

通
夜
控
室
な
ど
、
各
部

屋
ご
と
の
使
用
料
が
設

定

さ

れ

て

い

ま

し

た

が
、
改
定
後
は
セ
ッ
ト

料
金
と
な
り
、
使
用
し

な
い
部
屋
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
セ
ッ
ト
料
金

と
し
て
支
払
い
が
発
生

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

公
共
の
斎
場
で
、
避

け
る
こ
と
の
で
き
な
い

火
葬
料
の
引
き
上
げ
な

ど
す
る
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
も
使
用

料
の
引
き
下
げ
を
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。

先
生
達
が
忙
し
い
た
め
に
児

童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
も

減
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達

が
、
い
じ
め
や
様
々
な
悩
み

事
を
先
生
に
相
談
で
き
ず
に

1
人
で
悩
み
を
抱
え
込
む
様

な
状
況
は
一
日
も
早
く
改
善

が
必
要
で
す
。

　

議
会
で
は
「
国
、
県
に
改

善
を
求
め
る
声
を
上
げ
る
べ

き
」
「
補
助
教
員
の
拡
大
や
市

と
し
て
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
す
べ
き
」

と
質
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
教
員
未
配
置
問
題

は
県
に
要
望
を
あ
げ
て
い
る
。

国
へ
は
県
を
通
じ
て
要
望
す

る
」
「
補
助
教
員
に
つ
い
て
は

（
２
０
２
１
年
度
）
か
ら
は
大

幅
削
減
で
す
。

　

町
会
自
治
会
の
み
な
さ
ん

か
ら
、
「
活
動
す
る
な
と
い
う

の
か
」
「
役
所
に
は
協
力
で
き

な
く
な
る
」
と
い
う
怒
り
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
協
力
金
」
を

活
用
し
、
お
祭
り
な
ど
地
域

の
行
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

「
海
老
川
調
節
池
」
は
、
38
年

も
の
間
、
事
業
が
進
ま
な
い

ま
ま
で
実
現
す
る
保
証
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
、
海
老

川
上
流
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
が
始
ま
れ
ば
、
現
在
の

旧料金（円） 新料金（円）
市民 市民以外 市民 市民以外

火
　
葬

15 歳以上 5,500 55,000 11,000 110,000
　 　 ※ 8,200 ※ 82,000

15 歳未満 4,600 46,000 9,000 90,000
　 　 ※ 6,900 ※ 69,000

死胎・改葬 2,600 26,000 5,000 50,000
　 　 ※ 3,900 ※ 39,000

式
　
場

第１式場 75,240 150,480 85,140 170,280
第２式場 66,000 132,000 74,580 149,160
第３式場 66,000 132,000 74,580 149,160
第４式場 55,440 110,880 62,700 125,400

遺体保管室 （24時間） 3,960 7,920 5,500 11,000
※ 2025 年 3月 31日までの激変緩和措置の金額

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
。
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
は
県
に
要

望
を
し
て
い
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　

本
来
、
国
や
県
が
予
算
や

人
員
の
確
保
を
す
べ
き
で
す

が
、
教
員
未
配
置
が
深
刻
な

中
で
は
市
独
自
に
対
策
を
す

る
べ
き
で
す
。
引
き
続
き
改

善
に
向
け
て
声
を
あ
げ
て
い

き
ま
す
。

た
。
そ
れ
が
住
民
の
つ
な
が

り
を
作
り
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
助
け
合
え
る
地
域
づ
く

り
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
民

生
児
童
委
員
、
ご
み
減
量
推

進
委
員
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
、
選
挙
立
会
人
、
国
勢
調

査
員
も
町
会
・
自
治
会
が
推

薦
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ

浸
水
被
害
が
ど
う
な
る
か
は
、

住
民
に
と
っ
て
切
実
な
問
題

で
す
。
８
月
に
公
表
さ
れ
た
、

区
画
整
理
事
業
に
よ
る
、
海

老
川
流
域
の
治
水
へ
の
影
響

を
検
討
す
る
た
め
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
周
辺
地

域
か
ら
も
高
い
関
心
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
県
の
指
示
で

「
海
老
川
調
節
池
」
の
暫
定
整

備
が
含
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

し
か
も
、
区
画
整
理
事
業

が
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
口
実
に
し
て
、
工
事
着
手

し
ま
す
。

　

新
た
な
災
害
が
、
う
ま
れ

る
よ
う
な
街
づ
く
り
で
す
。

推
進
で
は
な
く
、
中
止
す
る

よ
う
求
め
る
こ
と
こ
そ
、
船

橋
市
の
仕
事
で
す
。

内　容 結果 共産 民主 公明 飛翔 創風 市政会 新楓 架け橋 は 小 今

意
見
書

安倍元首相の「国葬」実施の中止を求める意見書 否決 ○ ○：９
欠：１ × ×：５

○：１ × × × × ○ ○ ○

「現行の保険証」の原則廃止を撤回するよう求める意見書 否決 ○ × × × × × × × ○ × ○

主
な
陳
情

オスプレイの飛行訓練・配備中止を国に求める意見書の
提出を求める陳情 不採択 ○

○：５
×：２
退：３

× × × × × × ○ × ○

消費税減税とインボイス制度の実施中止を求める陳情 不採択 ○ ○：７
退：３ × × × × × × ○ × ○

国へ「小中学校給食費の無償化を求める意見書」提出の陳情 不採択 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

重要施設周辺及び国境離島等における土地等の利用状況
の調査及び利用の規制等に関する法律（土地利用規制法）」
の実施にあたり、船橋市の適切な対応を求める陳情

不採択 ○
○：４
×：５
退：１

× × × × × × × × ○

海老川上流地区土地区画整理事業による海老川流域の治
水への影響について洪水のシュミレーションをやりなお
すことを求める陳情

不採択 ○ ×：９
退：１ × × × × × × × × ○

推
薦
で
き
る
の
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
壊
す
「
協
力
金
」

の
廃
止
や
支
援
策
の
見
直
し

を
強
く
求
め
ま
し
た
。
市
長

は
「
み
ん
な
が
納
得
で
き
る

形
の
も
の
を
制
度
化
し
て
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
答

え
ま
し
た
。


